
　皆様お元気でしょうか。この市政報告をお
読みいただきありがとうございます。
　私が第５５代議長に就任して、２年が経過
しようとしています。この間、市長や市当局
と真摯な議論を行い、的確な議案審議に努め、
また、災害救助法の改正による「救助実施市」
の実現など、政令市が一丸となった取組を推
進してまいりました。
　人口減少・超高齢化社会の進展により、仙
台市の人口も、遠からず減少に転じますが、
東北の元気のためにも、仙台が未来に向かっ
て活力を創りだしていくことが必要です。将
来の仙台のため、今「打つ手」は何か、私の
考えを述べさせていただきます。

　いよいよ１０月から、幼児教育・保育の無償
化が始まります。全ての子どもたちが家庭の所
得に関わりなく、能力を最大限高めていける環
境を創ります。併せて、教育の質を高め、また
安心・安全の教育現場づくりに取り組むことは
急務です。教育委員会における危機管理能力を
高め、教育の現場を適時的確にサポートする仕
組みを作ります。

のりお通信

　震災のメモリアル施設が検討されています。
防災の原点は、市民の生命財産を守ること。早
期に「防災訓練センター」の機能を整備し、児
童生徒や住民が災害の恐ろしさをリアルに体験
し、そこから自らを救うための手立てを効果的
に学べるようにします。

　健康寿命を伸ばすカギは、健康づくりと病
気の予防であることはもちろんですが、活躍
の場も重要です。「シニア・ハローワーク」
の設置など、高齢者がいきいきと働くことが
できるようサポートします。また、人手不足
が深刻な福祉現場には、AI やロボットなど
の技術を積極的に取り入れるなど、様々な方
策により健やかに安心して暮らすことのでき
るまちを創ります。

の再整備などと組み合わせた賑わいの創出と
交通渋滞の解決など、トータルなまちづくり
を進めます。

　泉区役所の建て替えの問題は飛躍のチャン
ス。民間活力を導入し、再開発やバスプール

裏面に続く

■人生 100 年時代を元気に！

■市民の「防災力」の向上！■市民の「防災力」の向上！

■未来を担う人を育てる！■未来を担う人を育てる！

■泉区役所周辺の思い切った再編成！■泉区役所周辺の思い切った再編成！



　郊外団地の人口減少などに伴い、地域交通が
厳しくなることが予測されますが、解決策とし
て有望なのが自動運転技術です。仙台市は、国

の指定する「近未
来技術実証特区」。
小型低速 EV バス
など次世代移動
サービスの導入に、
積極的に取り組ん
でいきます。

■新交通システムの先駆け導入！■新交通システムの先駆け導入！

■歴史文化観光の推進！■歴史文化観光の推進！

■韓国・光州広域市との交流は凍結！■韓国・光州広域市との交流は凍結！

■民間ノウハウを活用した財政健全化！■民間ノウハウを活用した財政健全化！

◆昭和２９年８月生まれ
◆古川高校・北海道大学経済学部卒業
◆宮城県職員となる
◆平成１５年 仙台市議会議員初当選（現在４期目）
◆平成２９年９月より仙台市議会議長
◆自由民主党泉区支部長
◆仙台市泉区文化協会会長
◆泉区ソフトテニス協会会長

斎藤のりおプロフィール

　今、外国人観光客の増加が顕著であり、仙
台でも増加していますが、まだまだ伸びしろ
があります。仙台市に不足しているのは、歴
史文化への取組です。今こそ、仙台の誇る伊
達文化を観光の要にすべく、重点投資が必要
です。魅力的な観光資源を創出し、世界にア
ピールしましょう。

　国際姉妹都市となっている韓国の広州広域
市では、市庁舎の敷地に慰安婦像を設置し、
わが国への誹謗行為に加担しています。国際
交流は相互の信頼の上に成り立つものであ
り、このような姿勢を改めるまでは、交流の
凍結もやむを得ないものと考えます。

　仙台市が撤去した道路照明灯の電力
契約の廃止手続きを怠り、電気代を無
駄に支払っていた問題（過払い額 9,200
万円、未払い額 2,300万円）について、
仙台市当局は、東北電力との協議が整
わないとの理由で、６月議会において
も解決策を示しませんでした。
　市議会では、３月１２日の本会議に
おいて、『原因の徹底究明、再発防止策
の実行、責任の所在の明確化』を求め
る決議を行いました。
　市長がこの問題をは握したのは昨年
の１１月であったと言われており、半
年以上経過した時期に開催された６月
議会においても、市長は責任問題を先
送りするスタンスに終始しました。あ
まりに当事者意識に欠けると言わざる
を得ません。

道路照明灯問題
―６月議会に解決策を示さずー

みなさまの
　　ご意見を
お待ちして
　　います !!

■住　所　　     仙台市泉区泉中央3-27-10
■ホームページ  http://www.saito-norio.net
■e-mail　         norio-office@ever.ocn.ne.jp

斎藤のりお事務所
TEL 022-375-2101   FAX 022-725-1911

　都市課題はどんどん高度化していますが、
財政の制約は年々厳しくなります。そこで、
行政課題の解決に民間から提案を募り、活用
していく窓口を創設します。行政にとっては
低コストで課題解決でき、民間には大きなビ
ジネスチャンスが生まれる WIN―WIN の取
組を推進します。


